
９月１６日に、不審者対応の避難訓練を行いました。
声を荒らげ学校へ入ろうとする不審者を男性職員が

くい止めている間に、１階の児童は非常階段を使って
２階へ避難し、２階ではバリケードを組んだり、静か
に身を隠したりするなど、状況を考えながら行動する

訓練でした。
不審者は、どのような行動をとるか予測

が困難です。いざという時には、落ち着い
て臨機応変な判断と行動が求められます。
体育館に移動してから、警察の方から、

道で不審者らしき人物に会ったときの対処
方法を教えていただきました。
男性職員は、さすまたの

使い方を教わりました。
登下校時や帰宅後を含め、

その場に合った行動ができる
ようにしたいものです。
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八峰町立八森小学校
目指す子ども像

①よさを伸ばし合う子ども
②つながりを大切にする子ども
③自らとふるさとを拓く子ども

授業研究会 ～６年生 家庭科～授業研究会 ～６年生 家庭科～
９月１５日に、授業研究会がありました。６年生担任の鈴木岳行先生による家庭

科の授業です。「栄養のバランスなどを考え、よりよい献立を立てる」授業でした。
児童たちは、三つのグループの食品を組み合わせ、栄養バランスのよい献立を考

えました。色どりや味のバランスにも気をつけ、自分たちが調理実習で作る献立を
考えました。挙手や発言も活発で、意欲をもって授業に臨んでいる姿が見られまし
た。学習したことが実際の生活の中でも生かされることと思います。



プール利用最終日の９月９日に、着衣泳講習を行い
ました。講師は赤十字秋田県支部の５名の水上安全指
導員の皆さんでした。
児童たちは“水中で浮いて助けを待つ”方法を教え

ていただきました。
大の字になって浮く方法やペットボトルを使って浮く方法を体験しました。すぐに上手

に浮くことができる児童がいて驚きました。中にはうまくできない児童もいましたが、指
導員の方に手伝ってもらうことで、みるみるうちに上手に浮くことができるようになって
いきました。いざという時には、学んだことが役立つと思います。

【水に落下したことを想定して
みずから「ドボーン」 ３年生】

【大の字浮きができるようになったよ ２年生】 【ペットボトルを使って浮きます ５年生】

１年生は、育てたあさがおの汁を
使って紙に色づけし、作品を作りま
した。紙を広げると、きれいな模様

や、おもしろい模様ができていました。自分の作品に満足したようです。

今年も読み聞かせグループ「かもめ」の皆さんが、毎月
読み聞かせをしてくださっています。９月２７日に、６人
の方々が来校し、各学年に分かれ、絵本や紙芝居などを使
って読み聞かせをしてくださいました。
「かもめ」の皆さん、ありがとうございます。


